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京
都
大
学
教
育
学
部
に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
の
系
譜 

―
開
講
科
目
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き
― 

津
金
澤
聰
廣
（
関
西
学
院
大
学
名
誉
教
授
） 

   
 
 

は
じ
め
に 

  

メ
デ
ィ
ア
史
研
究
が
京
大
教
育
学
部
に
お
い
て
、
専
任
の
教

官
に
よ
っ
て
担
当
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
佐
藤
卓
己
教

授
が
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
か
ら
大
学
院
教
育
学
研
究

科
准
教
授
と
し
て
就
任
さ
れ
た
二
〇
〇
四
年
以
降
の
こ
と
で
あ

る
。 

 

そ
れ
以
前
は
学
内
外
の
非
常
勤
講
師
に
よ
っ
て
メ
デ
ィ
ア
史

研
究
に
広
く
関
連
す
る
諸
科
目
が
断
続
的
に
開
講
さ
れ
て
き
た
。

私
は
、
一
九
五
三
年
四
月
に
京
大
教
育
学
部
に
入
学
し
、
教
養

課
程
を
経
て
一
九
五
五
年
四
月
か
ら
教
育
学
部
の
専
門
課
程
の

授
業
を
受
け
た
。
そ
の
後
二
年
間
、
大
学
院
教
育
学
研
究
科
（
修

士
課
程
）
で
学
び
中
退
し
た
が
、
一
九
七
〇
年
以
降
、
当
時
の

姫
岡
勤
教
授
に
よ
っ
て
、
加
藤
秀
俊
先
生
が
担
当
さ
れ
て
い
た

「
広
報
学
概
論
」と
い
う
科
目
を
引
き
継
ぐ
よ
う
委
嘱
さ
れ
た
。

結
局
、
以
後
二
十
四
年
間
「
広
報
学
概
論
」
を
担
当
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。
小
論
は
そ
の
関
係
で
、
私
が
知
り
得
た
範
囲
で
や

や
不
確
か
な
資
料
―
教
育
学
部
教
務
課
に
も
開
講
科
目
の
全
体

が
わ
か
る
『
教
育
学
部
要
覧
』
が
一
九
七
五
（
昭
和
五
〇
）
年

度
以
前
の
分
は
保
管
さ
れ
て
い
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
―
と
記

憶
を
頼
り
と
し
た
文
字
通
り
の
覚
え
書
き
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
、

先
ず
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。（
教
育
学
部
図
書
室
に
も『
要
覧
』

は
保
管
さ
れ
て
い
な
い
と
の
由
で
あ
る
。
現
存
の
関
連
科
目
調

査
に
つ
い
て
は
、
本
号
編
集
担
当
の
木
下
浩
一
氏
に
ご
苦
労
を
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お
か
け
し
、お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
を
記
し
て
感
謝
し
た
い
(1)

。

 

 

一
九
五
五
・
六
年
の
概
況 

一
九
五
五
年
に
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
か
ら
帰
国
さ
れ
た
ば
か

り
の
永
井
道
雄
助
教
授
が
人
文
科
学
研
究
所
よ
り
着
任
さ
れ
た
。

後
日
、
教
育
社
会
学
部
門
の
主
任
教
授
・
重
松
俊
明
先
生
か
ら

伺
っ
た
話
で
は
、
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
史
関
連

科
目
開
設
案
は
、
重
松
教
授
を
中
心
に
、
当
時
の
森
口
兼
二
、

永
井
道
雄
両
助
教
授
ら
で
協
議
の
上
進
め
ら
れ
た
と
い
う
。 

 

旧
制
の
京
都
帝
国
大
学
の
文
学
部
哲
学
科
教
育
学
専
攻
か
ら

大
き
く
新
制
の
教
育
学
部
開
設
に
当
っ
て
は
、
従
来
通
り
教
育

学
関
連
の
研
究
者
養
成
と
い
う
目
的
と
同
時
に
、
教
育
学
を
学

ん
だ
者
が
社
会
各
方
面
へ
進
出
す
る
こ
と
を
も
促
す
狙
い
も
あ

っ
た
。
一
九
五
三
年
か
ら
わ
が
国
で
も
新
し
い
マ
ス
・
メ
デ
ィ

ア
と
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
民
放
併
存
に
よ
る
テ
レ
ビ
事
業
が
発
足
し
、

新
聞
社
の
再
編
を
含
め
て
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
状
況

の
新
時
代
を
迎
え
て
い
た
。 

 

特
に
教
育
社
会
学
専
攻
領
域
で
は
、
そ
う
し
た
状
況
に
対
応

し
て
、
教
育
も
宣
伝
も
何
を
ど
う
教
え
こ
む
か
と
い
う
問
題
で

あ
る
。
教
育
は
学
校
教
育
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
広
く
社
会

教
育
の
観
点
で
、
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
含
め
て
考

え
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
と
留
意
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
一
方
、
当

時
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
も
民
放
で
も
教
育
テ
レ
ビ
局
が
新
発
足
し
、
そ

の
方
面
へ
の
京
大
教
育
学
部
卒
業
生
の
就
職
も
増
大
し
た
と
い

う
現
実
的
な
事
情
も
あ
っ
た
。 

 

一
九
五
五
・
六
年
度
も
そ
れ
以
降
も
講
義
題
目
の
基
本
構
成

に
大
き
な
変
わ
り
は
な
く
、
た
と
え
ば
、
重
松
教
授
「
教
育
社

会
学
概
論
」「
近
代
社
会
と
教
育
」「Litt, Th.: Individuum

 und 
G

em
einschaft

」、
永
井
助
教
授
「
集
団
と
人
間
形
成
」「
行
動
科

学
の
問
題
点
」「Parsons, T.: Sociological Essays

」、「Liesm
an, 

D
.: The Lonely Crow

d

」、
森
口
助
教
授
「
社
会
過
程
に
お
け
る

自
我
形
成
の
諸
問
題
」「
社
会
教
育
の
諸
問
題
」「Linton, R.: 

Cultural Background of Personality

」、
小
倉
親
雄
助
教
授
「
図

書
館
学
概
論
」「
図
書
館
史
の
諸
問
題
・
書
誌
学
と
書
誌
」
な
ど

な
ど
で
あ
る
。 

 

こ
の
う
ち
、
森
口
助
教
授
は
五
五
年
の
演
習
で
は
Ｒ
・
リ
ン

15
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ト
ン
の
「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
文
化
的
背
景
」
を
と
り
あ
げ
文

化
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
の
問
題
を
検
討
し
、
五
六
年
の

「
社
会
教
育
の
諸
問
題
」
で
は
そ
の
一
環
と
し
て
「
娯
楽
は
余

暇
の
た
の
し
み
や
慰
め
」
の
こ
と
で
あ
る
と
し
て
、
最
近
の
映

画
、
流
行
歌
、
大
衆
小
説
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
で
の
表
現
内
容
に

も
分
け
入
っ
て
講
義
を
展
開
さ
れ
た
。
私
の
受
講
体
験
で
は
、

と
り
わ
け
娯
楽
の
社
会
的
文
化
的
条
件
を
そ
の
社
会
の
生
活
史

と
関
連
づ
け
て
考
察
さ
れ
た
点
で
、
い
わ
ば
娯
楽
の
メ
デ
ィ
ア

史
研
究
と
し
て
も
強
く
記
憶
に
残
っ
て
い
る
(2)

。 

 

こ
の
領
域
研
究
の
戦
後
日
本
に
お
け
る
先
駆
的
研
究
の
事
例

と
い
え
ば
、
た
と
え
ば
、
思
想
の
科
学
研
究
会
編
『
夢
と
お
も

か
げ
―
大
衆
娯
楽
の
研
究
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
五
〇
年
）
や

鶴
見
俊
輔
『
大
衆
芸
術
』（
河
出
新
書
、
一
九
五
四
年
）
を
は
じ

め
と
す
る
思
想
の
科
学
研
究
会
に
よ
る
豊
富
な
研
究
成
果
が
あ

る
こ
と
は
良
く
知
ら
れ
て
い
る
。 

 

し
か
し
、
一
九
五
六
年
度
か
ら
二
年
間
と
は
い
え
、
国
立
大

学
の
正
式
科
目
と
し
て
娯
楽
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
が
開
講
さ
れ
て

い
た
事
実
は
、
意
外
と
珍
し
い
事
実
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の

点
で
、
森
口
兼
二
先
生
の
「
社
会
教
育
の
諸
問
題
（
娯
楽
メ
デ

ィ
ア
史
研
究
も
含
む
）」は
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
そ
の
も
の
で
は
な

い
が
、
貴
重
な
関
連
先
行
研
究
の
ひ
と
つ
と
い
え
よ
う
。 

 

な
お
、
一
九
五
六
年
度
の
社
会
教
育
学
研
究
と
し
て
、
山
本

教
授
（
文
学
部
英
文
学
科
）
の
「
演
劇
論
」、
清
水
（
光
繁
）
講

師
（
映
画
監
督
）
の
「
映
画
教
育
」
が
開
講
さ
れ
て
お
り
、
教

育
心
理
学
部
門
で
は
苧
阪
良
二
助
教
授
の
「
研
究
・
視
聴
覚
教

育
と
情
報
論
」、
稲
葉
講
師
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）「
放
送
概
論
」
が
開
講

さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
の
広
義
の

関
連
科
目
と
み
な
さ
れ
う
る
面
も
あ
る
よ
う
に
思
う
。 

 

一
九
五
七
年
、
加
藤
講
師
「
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

理
論
」
開
講 

 

一
九
五
六
年
度
か
ら
五
七
年
度
に
か
け
て
、
教
育
社
会
学
部

門
の
科
目
は
、
教
育
社
会
学
、
社
会
教
育
学
、
図
書
館
学
の
三

分
野
に
分
け
て
配
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
広
義
の
メ
デ
ィ
ア

史
研
究
科
目
群
は
い
ず
れ
も
社
会
教
育
学
の
分
野
に
配
置
さ
れ

た
。 
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一
九
五
七
年
度
か
ら
の
新
た
な
大
き
な
変
化
は
、
京
大
人
文

科
学
研
究
所
員
の
加
藤
秀
俊
先
生
が
学
内
講
師
と
し
て
新
設
の

開
講
科
目「
広
報
学
―
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
理
論
」

を
担
当
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
出
来
事
で
あ
る
。
主
任
教
授
の

重
松
先
生
の
お
話
で
は
、は
じ
め「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
」

と
い
う
題
目
で
開
講
を
申
請
し
た
所
、
当
時
の
文
部
省
担
当
者

は
カ
タ
カ
ナ
名
は
困
る
、
漢
字
の
「
広
報
学
」
と
す
る
よ
う
指

示
さ
れ
た
と
い
う
。
今
で
は
考
え
ら
れ
な
い
変
な
話
だ
が
、
結

局
「
広
報
学
―
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
理
論
」
と
な

っ
た
ら
し
い
。 

 

そ
の
年
、
私
は
大
学
院
に
入
学
し
た
ば
か
り
だ
っ
た
が
、
加

藤
先
生
の
講
義
の
最
初
の
受
講
生
の
ひ
と
り
と
し
て
喜
ん
で
毎

回
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。 

 

受
講
生
（
少
な
く
と
も
当
時
の
私
）
に
と
っ
て
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
イ
シ
ョ
ン
と
は
「
ひ
と
つ
の
心
が
他
の
心
に
影
響
を
あ
た

え
る
手
続
き
の
す
べ
て
」（
シ
ャ
ノ
ン
・
ウ
ィ
ー
バ
ー
）
と
定
義

さ
れ
る
こ
と
や
人
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
イ
シ
ョ
ン
の
基
礎
と
し
て
知

覚
と
表
現
の
三
段
階
の
―
と
り
わ
け
非
言
語
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
イ

シ
ョ
ン
の
問
題
の
重
要
性
を
講
義
中
に
既
に
ふ
れ
ら
れ
、
強
調

さ
れ
て
い
た
―
こ
と
な
ど
い
ず
れ
も
新
鮮
な
知
見
だ
っ
た
。 

 

研
究
「
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
理
論
」
は
、
私
が

受
講
し
た
年
は
初
年
度
の
こ
と
も
あ
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
イ
シ
ョ

ン
や
メ
デ
ィ
ア
の
基
礎
論
、
さ
ら
に
メ
デ
ィ
ア
の
現
況
分
析
か

ら
始
ま
っ
た
が
、
今
振
り
返
っ
て
見
る
と
、
メ
デ
ィ
ア
の
社
会

史
と
い
い
、マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
と
個
人
や
社
会
の
問
題
と
い
い
、

大
衆
芸
術
・
娯
楽
の
成
立
な
ど
な
ど
そ
の
後
の
メ
デ
ィ
ア
史
研

究
の
原
型
と
も
な
り
、
基
本
課
題
の
多
く
に
言
及
さ
れ
、
考
察

さ
れ
て
い
た
。 

 

講
義
の
理
解
を
深
め
る
参
考
文
献
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
そ
の

年
刊
行
さ
れ
た
加
藤
秀
俊
『
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
イ
シ
ョ
ン
』

（
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
、
一
九
五
七
年
）
を
私
は
熟
読
し
、

ま
た
、
先
生
の
ご
論
文
「
新
聞
と
意
味
論
」（『
思
想
』
昭
和
三

一
年
五
月
）、「
あ
る
家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
イ
シ
ョ
ン
生
活
」（『
思

想
』
昭
和
三
二
年
二
月
）
や
永
井
道
雄
・
加
藤
秀
俊
「
社
会
心

理
学
研
究
の
動
向
」（『
思
想
』
昭
和
三
二
年
七
月
）
な
ど
も
拝

読
し
つ
つ
学
習
に
備
え
た
。 
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加
藤
秀
俊
先
生
の「
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
理
論
」

は
、
先
生
が
そ
の
後
、
一
九
六
九
年
一
月
よ
り
、
人
文
科
学
研

究
所
か
ら
教
育
学
部
助
教
授
（
比
較
教
育
学
講
座
）
へ
学
内
配

置
換
え
さ
れ
る
ま
で
開
講
さ
れ
た
が
、
一
九
五
七
年
度
に
は
他

に
も
メ
デ
ィ
ア
関
連
科
目
に
は
次
の
よ
う
な
テ
ー
マ
が
並
ん
だ
。

 

 

ひ
と
つ
は
、
前
年
の
五
六
年
度
か
ら
開
講
さ
れ
た
清
水
（
光

繁
）
講
師
に
よ
る
「
映
画
教
育
」
で
あ
る
。
清
水
講
師
は
映
画

監
督
の
立
場
か
ら
映
画
メ
デ
ィ
ア
の
歴
史
や
と
り
わ
け
、
教
育

映
画
製
作
の
現
状
と
そ
の
問
題
点
に
つ
い
て
実
作
者
の
経
験
を

踏
ま
え
て
講
義
を
展
開
さ
れ
た
。
当
時
の
映
画
は
戦
後
急
速
な

発
展
を
み
せ
、
テ
レ
ビ
出
現
ま
で
い
わ
ば
大
衆
娯
楽
の
王
座
を

誇
っ
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
映
画
観
客
動
員
数
で
み
る
と
一
九

五
七
年
は
十
億
九
千
九
百
万
人
を
記
録
し
た
。
翌
五
八
年
に
は

十
一
億
二
千
七
百
万
人
と
い
う
最
高
観
客
数
を
記
録
す
る
が
、

以
後
急
速
に
減
少
し
、
と
く
に
テ
レ
ビ
の
普
及
率
が
三
十
％
を

こ
え
た
六
一
年
以
降
は
、
映
画
観
客
数
の
減
少
は
著
し
い
(3)

。 

 

そ
の
こ
ろ
、
私
自
身
も
映
画
フ
ァ
ン
を
自
任
し
、
友
人
ら
と

教
育
学
部
内
に「
京
大
大
衆
映
画
研
究
グ
ル
ー
プ
」を
結
成
し
、

毎
週
、
京
都
御
所
近
く
の
場
末
の
映
画
館
へ
通
い
、
三
本
立
て

の
日
本
映
画
等
を
観
続
け
た
。そ
の
関
心
か
ら
も「
映
画
教
育
」

論
は
興
味
深
い
開
講
科
目
で
あ
り
、
そ
の
後
五
十
九
年
ま
で
開

講
さ
れ
た
。 

 

一
九
五
七
年
に
の
み
開
講
さ
れ
た
住
谷
申
一
同
志
社
大
教
授

（
文
学
部
新
聞
学
専
攻
）
の
「
新
聞
学
」
も
受
講
し
た
が
、
新

聞
学
の
面
白
さ
を
実
感
さ
せ
る
講
義
と
し
て
記
憶
に
新
し
い
。

住
谷
申
一
先
生
の
「
新
聞
学
」
で
は
、
従
来
の
正
統
的
な
言
論

新
聞
紙
（
大お

お

新
聞
）
の
歴
史
ば
か
り
で
な
く
、
む
し
ろ
娯
楽
雑

報
紙
で
あ
る
小こ

新
聞
の
流
れ
に
注
目
し
、
そ
れ
も
関
西
に
根
づ

い
た
小こ

新
聞
群
（
な
か
で
も
京
都
に
お
け
る
滑
稽
新
聞
や
小
新

聞
）
の
実
物
を
提
示
し
、
そ
れ
ら
未
開
拓
な
小
新
聞
史
研
究
の

重
要
性
を
力
説
さ
れ
た
。 

 

当
時
、
京
大
経
済
学
部
で
は
、
全
学
開
講
科
目
と
し
て
、
小

野
秀
雄
「
新
聞
学
原
論
」
が
開
か
れ
て
い
た
が
、
原
論
の
内
容

は
私
の
受
講
の
記
憶
で
は
、
主
に
言
論
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
新

聞
史
概
説
で
あ
っ
た
と
思
う
。 

 

そ
れ
と
は
対
照
的
に
、
住
谷
先
生
の
「
新
聞
学
」
は
、
そ
れ
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ま
で
余
り
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
滑
稽
新
聞
や
小
新

聞
群
の
興
味
本
位
性
、
大
衆
性
や
「
そ
の
日
そ
の
日
性
」
を
分

析
す
る
こ
と
で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
本
質
に
迫
っ
た
講
義
で
あ

っ
た
。 

 

住
谷
先
生
の
講
義
で
知
っ
た
事
実
の
ひ
と
つ
は
、
京
大
経
済

学
部
図
書
室
内
に
貴
重
な
「
上
野
文
庫
」
が
存
在
す
る
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
。「
上
野
文
庫
」
に
は
朝
日
新
聞
社
の
上
野
家
に
よ

っ
て
収
集
保
管
さ
れ
た
膨
大
な
内
外
の
新
聞
・
雑
誌
や
そ
の
関

連
の
研
究
文
献
類
が
収
納
さ
れ
て
お
り
、
い
わ
ば
新
聞
メ
デ
ィ

ア
史
資
料
の
宝
庫
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
私
自
身
も
そ
の
後
の
研

究
過
程
で
「
上
野
文
庫
」
に
は
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
を

感
謝
し
た
い
。 

 

そ
の
ほ
か
、
一
九
五
七
年
度
に
は
、
藤
原
恵
講
師
（
朝
日
新

聞
）・
平
井
講
師
（
毎
日
新
聞
）
に
よ
る
「
新
聞
学
実
習
」
並
び

に
牧
講
師
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）「
放
送
概
論
」
は
そ
の
後
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
島
浦

講
師
、
横
尾
講
師
へ
と
引
き
継
が
れ
た
。 

 

一
九
六
〇
年
代
の
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
の
概
況 

 

一
九
六
〇
年
度
に
は
、
教
育
学
部
で
は
、
森
口
助
教
授
「
マ

ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
教
育
」
と
加
藤
秀
俊
講
師
の
「
マ

ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
理
論
」
が
開
講
さ
れ
て
い
る
。

加
藤
先
生
は
そ
の
後
一
九
六
九
年
一
月
に
京
大
教
育
学
部
比
較

教
育
学
講
座
助
教
授
と
し
て
学
内
配
置
換
え
さ
れ
た
の
で
「
マ

ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
理
論
」
は
そ
の
年
ま
で
開
講
さ

れ
た
。
そ
の
頃
京
大
紛
争
は
ド
ロ
沼
化
し
、
加
藤
先
生
も
そ
の

紛
争
に
直
面
し
、
結
局
、
翌
年
の
一
九
七
〇
年
冬
に
京
大
を
「
中

年
退
職
」(4)

さ
れ
た
。 

 

六
十
年
代
の
関
西
に
お
け
る
主
要
大
学
で
の
日
本
新
聞
学
会

加
入
メ
ン
バ
ー
の
大
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
同
志
社
大
学
文

学
部
新
聞
学
専
攻
と
関
西
大
学
文
学
部
新
聞
学
科
の
歴
史
が
古

く
、
同
志
社
大
学
の
教
授
陣
は
、
和
田
洋
一
、
住
谷
甲
一
、
鶴

見
俊
輔
、
城
戸
又
一
、
山
本
明
、
北
村
日
出
夫
、
山
口
功
二
（
以

下
も
順
不
同
）、
な
ど
で
あ
り
、
関
西
大
学
は
、
中
井
駿
二
、
金

戸
嘉
七
、
薄
田
桂
、
吉
田
民
人
、
田
宮
武
、
妹
尾
剛
光
、
ら
の

教
授
陣
の
名
が
み
え
る
。
関
西
学
院
大
学
社
会
学
部
で
は
、
藤

原
恵
、
塩
原
勉
、
津
金
澤
聰
廣
の
三
名
で
あ
っ
た
(5)

。 
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右
の
教
授
陣
の
中
で
も
、
当
時
す
で
に
理
論
社
会
学
者
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
た
関
西
大
学
の
吉
田
民
人
氏
並
び
に
関
西
学

院
大
学
の
塩
原
勉
氏
が
共
に
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論

の
講
義
も
担
当
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
特
筆
に
価
し
よ
う
。 

 

そ
れ
か
ら
、
こ
れ
は
偶
然
、
私
の
書
庫
に
眠
っ
て
い
た
コ
ピ

ー
に
よ
る
も
の
だ
が
、
一
九
六
九
年
四
月
に
第
一
回
「
メ
デ
ィ

ア
史
研
究
会
」
を
同
志
社
大
学
社
会
学
科
研
究
室
で
開
催
し
て

い
る
。
そ
の
メ
モ
書
き
風
の
コ
ピ
ー
（
図
１
）
に
よ
れ
ば
、
報

告
者
は
鶴
見
俊
輔
先
生
で
テ
ー
マ
は
「Cirlot “D

ictionary of 
Sym

bol”

を
め
ぐ
っ
て
」
で
あ
る
。
研
究
会
の
今
後
に
つ
い
て

は
、
三
月
下
旬
に
相
談
会
を
開
き
、（
出
席
者
は
、
鶴
見
俊
輔
、

多
田
道
太
郎
、
山
本
明
、
北
村
日
出
夫
、
津
金
澤
聰
廣
、
渡
辺

武
達
、
岩
田
静
治
）
次
の
事
項
が
話
し
合
わ
れ
た
。 

 

一
、
こ
の
会
は
レ
ポ
ー
ト
を
中
心
の
雑
談
の
会
に
し
よ
う
。 

 

一
、
月
一
回
が
原
則
だ
が
、
無
理
に
強
行
し
な
い
。
テ
ー
マ

は
無
限
に
あ
る
。
た
と
え
ば
、 

―
旅
日
記
の
研
究
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
衆
小
説
の
中
で
の
メ
デ
ィ

ア
史
、
漫
遊
記
、
山
伏
、
文
具
の
歴
史
、
書
体
の
美
学
、
な
ど
。 

 

・
五
月
例
会
の
報
告
書
は
多
田
道
太
郎
、
テ
ー
マ
は
「
モ
ン

テ
ー
ニ
ュ
の
旅
日
記
」（
随
想
録
で
は
な
い
） 

 

こ
の
「
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
会
」
の
発
案
は
、
私
の
記
憶
に
よ

れ
ば
、
た
し
か
鶴
見
俊
輔
先
生
が
山
本
明
、
多
田
道
太
郎
両
氏

と
相
談
さ
れ
、
呼
び
か
け
人
と
な
り
発
足
し
た
。
事
務
局
は
山

本
明
氏
が
担
当
さ
れ
、
電
話
で
入
会
を
呼
び
か
け
る
と
、
何
人

か
が
「
な
に
、
メ
リ
ヤ
ス
研
究
会
だ
っ
て
」
と
聞
き
返
さ
れ
た

と
い
う
の
で
、
本
会
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
は
「
メ
リ
ヤ
ス
（
莫
大

小
）
研
究
会
」
と
し
た
。 

 

当
初
の
会
員
は
、右
相
談
会
の
七
名
の
ほ
か
に
、加
藤
秀
俊
、

井
上
俊
、
小
松
実
（
左
京
）、
山
田
宗
睦
、
片
桐
ユ
ズ
ル
、（
お

さ
そ
い
し
て
い
る
方
）
品
川
清
治
、
深
作
光
貞
と
記
録
さ
れ
て

い
る
。 

 

こ
の
「
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
会
報
」
は
第
一
号
し
か
み
つ
か
ら

な
い
の
で
、
そ
の
後
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
記
憶
も
不
確
か
で 

あ
る
。
だ
が
、
そ
の
研
究
会
の
五
年
前
の
一
九
六
四
年
、
六
月

発
行
の
、
こ
れ
も
メ
モ
書
き
風
の
「
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
会
ニ
ュ

ー
ス
」（
合
資
会
社
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
会
発
行
）
の
コ
ピ
ー
も
み
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つ
か
っ
た
（
図
２
）。
そ
の
コ
ピ
ー
に
よ
れ
ば
、
こ
の
第
一
回
相

談
会
は
同
志
社
大
学
の
山
本
明
研
究
室
で
開
催
さ
れ
、
出
席
者

は
、
鶴
見
俊
輔
、
多
田
道
太
郎
、
塩
原
勉
、
津
金
澤
聰
廣
、
山

口
功
二
、
山
本
明
、
で
あ
っ
た
。 

 

決
定
事
項
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。 

（
１
）
本
研
究
は
世
界
メ
デ
ィ
ア
史
的
視
野
を
も
つ
が
、
さ
し

あ
た
り
の
研
究
対
象
と
し
て
は
、
日
本
メ
デ
ィ
ア
史
か
ら
は
じ

め
る
。 

（
２
）
日
本
メ
デ
ィ
ア
史
は
、
江
戸
時
代
を
核
に
お
き
、
江
戸

→
現
代
日
本
へ
の
展
開
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
メ
リ
カ
の
メ
デ
ィ

ア
史
に
ふ
れ
、
次
に
江
戸
→
日
本
古
代
へ
の
展
開
で
中
国
と
の

接
触
・
中
国
→
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
メ
デ
ィ
ア
史
に
ふ
れ
る
。 

（
３
）
カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
（
パ
ン
チ
カ
ー
ド
）
を
採
用
し
、
カ

ー
ド
は
共
有
と
す
る
。
会
員
の
カ
ー
ド
利
用
は
自
由
と
す
る
。 

（
４
）
資
本
金
と
し
て
一
人
１
，
０
０
０
円
を
拠
出
す
る
。
今

後
必
要
に
応
じ
て
拠
出
す
る
。 

 

研
究
計
画
は
壮
大
と
い
え
よ
う
が
、
当
面
の
〈
参
考
文
献
の

分
担
〉
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

鶴
見
俊
輔
＝
講
座
日
本
歴
史
・
古
代
、
池
田
彌
三
郎
、
折
口
信

夫
、
明
治
事
物
起
源
、
嬉
遊
笑
覧 

多
田
道
太
郎
＝
風
俗
史
講
座
、
林
屋
辰
三
郎
「
中
世
芸
能
史
研

究
」 

塩
原 

勉
＝
日
本
の
民
族
、
講
座
日
本
歴
史
・
中
世 

津
金
澤
聰
廣
＝
日
本
庶
民
生
活
史 

山
口
功
二
＝
内
藤
湖
南 

山
本 

明
＝
日
本
語
の
歴
史
、
講
座
日
本
歴
史
・
中
世 

 

こ
の
「
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
会
ニ
ュ
ー
ス
」
も
第
一
号
し
か
み

つ
か
っ
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
研
究
会
の
詳
細
や
そ
の
五
年
後

に
発
足
す
る
ほ
ぼ
同
メ
ン
バ
ー
に
よ
る「
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
会
」

と
の
関
係
は
残
念
な
が
ら
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
私
の
乏
し
い

記
憶
に
よ
れ
ば
、
六
十
四
年
の
会
は
、
計
画
が
予
定
通
り
進
ま

ぬ
ま
ま
に
、
六
十
九
年
に
な
っ
て
再
び
相
談
の
上
、
研
究
会
を

再
発
足
し
た
よ
う
に
思
う
。 

 
こ
れ
ら
「
研
究
会
」
の
動
向
は
、
今
日
の
時
点
で
振
り
返
っ

て
み
る
と
、
そ
の
後
一
九
七
六
年
九
月
に
桑
原
武
夫
先
生
を
会 
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図1 メディア史研究会報・第一号 
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図2 メディア史研究会ニュース・第一号 
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長
に
結
成
さ
れ
、
発
足
し
た
「
現
代
風
俗
研
究
会
」
と
は
水
脈

と
し
て
は
深
く
つ
な
が
っ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る

(6)

。 

 

一
九
七
〇
年
以
降
に
つ
い
て 

 

京
大
教
育
学
部
に
お
け
る
「
広
報
学
」
講
義
は
、
一
九
七
〇

年
度
か
ら
、
当
時
の
主
任
教
授
姫
岡
勤
先
生
よ
り
加
藤
先
生
の

後
任
と
し
て
指
名
さ
れ
た
津
金
澤
講
師
（
非
常
勤
）
が
担
当
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。 

 

講
義
概
要
で
は
、「
広
報
学
概
論
―
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
過
程
・
効
果
・
社
会
的
機
能
に
つ
い
て
概
論
を
行
な
う
」

と
あ
る
。
は
じ
め
の
数
年
間
は
、
そ
の
頃
次
々
と
刊
行
さ
れ
た

加
藤
先
生
の
新
著
、
た
と
え
ば
「
明
治
二
十
年
代
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
イ
シ
ョ
ン
」（
坂
田
吉
雄
編
『
明
治
前
半
期

の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
』
未
来
社
、
一
九
五
八
年
）、『
眼
と
耳
の

世
界
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
六
二
年
）、『
見
世
物
か
ら
テ
レ
ビ

へ
』（
岩
波
新
書
、
一
九
六
五
年
）、
か
ら
『
文
化
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
』（
思
索
社
、
一
九
七
一
年
）
に
至
る
ま
で
の
諸
文

献
を
教
材
の
軸
に
据
え
て
講
義
を
組
み
立
て
た

(7)

。 

 

そ
し
て
、マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
現
状
と
問
題
点
の
分
析
に
は
、

そ
の
当
時
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
二
段
の
流
れ
論
仮
説
や

「
技
術
革
新
の
普
及
過
程
」、
あ
る
い
は
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
効
果
と
「
利
用
と
満
足
」
研
究
な
ど
の
成
果
を
引
用

し
つ
つ
説
明
を
試
み
た
。 

 

一
九
七
三
年
度
は
、
た
ま
た
ま
津
金
澤
は
本
務
校
か
ら
英
・

独
へ
の
短
期
外
地
研
修
へ
派
遣
さ
れ
た
の
で
、
代
わ
り
に
山
本

明
同
志
社
大
助
教
授
に
「
広
報
学
講
義
」
を
、
荒
木
功
京
大
教

育
学
部
助
手
に
「
広
報
学
講
読
演
習
」
を
代
わ
っ
て
担
当
し
て

い
た
だ
い
た
。 

 

山
本
講
師
の
「
広
報
学
」
の
概
要
は
「
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
論
の
基
礎
原
理
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論

か
ら
は
じ
め
、
記
号
論
、
認
識
論
に
も
ふ
れ
る
。
つ
ぎ
に
、
マ

ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
構
造
、
と
く
に
そ
の
日
本
的
特

質
を
の
べ
な
が
ら
、そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
を
明
ら
か
に
す
る
。

（
テ
キ
ス
ト
と
し
て
日
高
六
郎
他
編
『
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
入
門
』（
有
斐
閣
、
一
九
六
七
年
）
を
使
用
す
る
、
と
あ

る
。 
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荒
木
講
師
の
「
講
読
演
習
」
は
「
英
文
献
講
読
―
『
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』
に
関
す
る
文
献
を
講
読
し
、
広
報
学
の
基
礎

理
論
的
諸
側
面
を
検
討
す
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

一
九
七
四
年
度
か
ら
一
九
九
一
年
三
月
ま
で
と
、
一
九
九
三

年
四
月
か
ら
一
九
九
七
年
三
月
ま
で
は
津
金
澤
講
師
が
「
広
報

学
」
を
担
当
し
た
。
一
九
七
〇
年
四
月
か
ら
通
算
す
る
と
、
合

計
二
十
四
年
間
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
な
る
。 

 

一
九
七
七
年
度
か
ら
は
、
前
期
は
「
広
報
学
概
論
」
と
し
後

期
は
課
題
演
習
「
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
主

要
な
研
究
業
績
を
中
心
に
演
習
を
行
な
う
」
と
し
て
、
各
年
度

ご
と
に
参
考
文
献
リ
ス
ト
を
作
成
、
提
示
し
、
そ
の
中
か
ら
各

受
講
生
が
分
担
す
る
研
究
報
告
を
軸
に
演
習
を
行
っ
た
。 

 

そ
の
教
材
文
献
に
は
、『
思
想
』
所
載
の
諸
論
文
、
た
と
え
ば

荒
瀬
豊
「
新
聞
独
占
の
形
成
過
程
」（
第
三
六
八
号
）、
日
高
六

郎
「
労
働
者
と
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
の
結
び
つ
き
」

（
第
三
七
〇
号
）、
加
藤
秀
俊
「
あ
る
家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
イ
シ

ョ
ン
生
活
」（
第
三
九
二
号
）、
鶴
見
俊
輔
「
マ
ル
ク
ス
主
義
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
イ
シ
ョ
ン
論
」（
第
三
九
七
号
）、
荒
瀬
豊
「
日
本

軍
国
主
義
と
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
」（
第
三
九
九
号
）、
香
内
三
郎

「
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」（
第
四
〇
三
号
）、
加

藤
秀
俊
「
大
衆
文
化
研
究
の
動
向
」（
四
〇
八
号
）、
多
田
道
太

郎
「
読
者
の
問
題
」（
四
〇
九
号
）、
高
橋
徹
「
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン

と
政
治
」、
加
藤
秀
俊
「
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
と
娯
楽
」、
南
博
「
テ

レ
ビ
ジ
ョ
ン
と
受
け
手
の
生
活
」、
稲
葉
三
千
男
「
テ
レ
ビ
ジ
ョ

ン
・
広
告
・
大
衆
」、
林
進
「
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
の
歴
史
」、
戒
能

通
孝
「
言
論
の
自
由
と
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
」、
島
田
厚
「
テ
レ
ビ
芸

術
の
基
礎
」（
以
上
、
第
四
三
一
号
）、
南
博
「
娯
楽
の
肯
定
と

娯
楽
の
否
定
」、
佐
藤
毅
「
最
近
の
大
衆
娯
楽
・
余
暇
の
研
究
」、

佐
藤
忠
男
「
戦
後
日
本
映
画
の
ヒ
ー
ロ
ー
た
ち
」（
以
上
四
三
一

号
）、
加
藤
秀
俊
「
非
言
語
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
イ
シ
ョ
ン
の
問
題
」

（
四
四
九
号
）、「
交
通
・
通
信
網
の
発
達
―
世
界
に
お
け
る
同

時
性
」（
六
二
四
号
）、
等
々
で
あ
っ
た

(8)

。 

 
こ
れ
ら
の
諸
研
究
に
学
び
つ
つ
、「
広
報
学
概
論
」
や
「
課
題

演
習
」
を
進
め
た
が
、
加
え
て
、
私
自
身
一
九
六
五
・
六
年
か

ら
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
を
目
標
に
勉
強
を
始
め
た
〝
小こ

新
聞
〟
研

究
や
漫
画
や
映
画
な
ど
大
衆
文
化
メ
デ
ィ
ア
史
、
あ
る
い
は
放

27
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送
メ
デ
ィ
ア
史
、
広
告
史
研
究
な
ど
、
拙
論
の
公
刊
文
献
も
わ

ず
か
な
が
ら
補
足
し
て
講
義
に
備
え
た
。 

 

以
上
が
一
九
九
〇
年
代
ま
で
の
概
要
だ
が
、
あ
く
ま
で
小
論

は
ご
く
私
的
な
覚
え
書
き
報
告
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
  

(1) 

木
下
浩
一
氏
の
調
査
に
よ
れ
ば
、『
京
都
大
学
研
究
科
紀
要
』
の
巻
末
に
一
九
七

三
年
度
ま
で
は
、そ
の
年
度
の
講
義
題
目
名
が
記
載
さ
れ
て
い
た
。従
っ
て
小
論
で
は
、

一
九
五
五
年
度
か
ら
一
九
七
二
年
度
の
講
義
題
目
は
そ
れ
ら
を
参
照
し
、
引
用
し
た
。

 

(2) 

森
口
兼
二
「
娯
楽
」、
川
島
武
宣
『
人
間
と
社
会
』
中
山
書
店
、
一
九
五
六
年
。 

(3) 

津
金
澤
聰
廣
「
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
産
業
の
現
状
・
映
画
・
出
版
」（
日
高
六
郎
、

佐
藤
毅
、
稲
葉
三
千
男
編
『
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
入
門
』（
有
斐
閣
双
書
、

一
九
六
七
年
、
所
収
）。 

(4) 

加
藤
秀
俊
『
わ
が
師
わ
が
友
―
あ
る
同
時
代
史
』
中
央
公
論
社
、
一
九
八
二
年
。

 

(5) 

日
本
新
聞
学
会
編
『
資
料
・
日
本
新
聞
学
会
の
三
十
年
』
一
九
八
一
年
。 

(6) 

現
代
風
俗
研
究
会
（
〝
現
風
研
〟
）
設
立
の
水
脈
と
し
て
は
、
こ
こ
で
ふ
れ
た
「
メ

デ
ィ
ア
史
研
究
会
」
の
メ
ン
バ
ー
と
、
一
九
六
七
年
発
足
の
現
代
娯
楽
研
究
会
（
そ
の

前
身
は
テ
レ
ビ
番
組
史
研
究
会
）
の
仲
村
祥
一
、
池
井
望
、
小
関
三
平
、
井
上
俊
、
内

田
明
宏
、
井
上
宏
、
田
宮
武
、
津
金
澤
聰
廣
ら
と
の
合
流
に
よ
っ
て
当
初
の
会
運
営
は

始
ま
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。
そ
の
合
流
の
媒
介
役
の
ひ
と
つ
は
、
井
上
俊
、
山
本

明
、
小
関
三
平
、
津
金
澤
聰
廣
ら
で
あ
っ
た
。 

(7) 

津
金
澤
聰
廣
「
加
藤
秀
俊
先
生
に
学
ん
だ
日
々
」『
ア
リ
ー
ナ
』
第
十
二
号
、（
中

部
大
学
、
二
〇
一
一
年
一
一
月
発
行
）。 

(8) 

『
思
想
』
一
九
六
六
年
三
月
号
（
五
〇
一
号
）〈『
思
想
』
総
目
次
―
創
刊
号
―
五

〇
〇
号
〉
参
照
。 
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